
取 材 日：2024 年 1 月 16 日
取材場所：ANA インターコンチネンタルホテル東京

普段あまり知ることのできない「医療

人や人としての新生児科リーダー」に

スポットをあてて、歩んできた道のり、

専門家としての矜持などをうかがい、

若手の新生児科医にむけたメッセージ

をお届けします。

新生児科リーダーの
歩んできた道

10の質問で　ひも解く
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父が電気工学の専門家で、元々同じ道を考えていました。
転機は高校3年の夏で、父から医学部を勧められたのです。
合格は厳しいと思いながら受験して、結果落ちたのですが、
とても悔しくて…父に頭を下げ一浪させてもらいました。

医学部を目指して勉強していたときは、開業医の叔父をよく
思い浮かべていました。話し方がとてもソフトで優しく、叔父
に診てもらえれば家族全員が安心したものです。叔父のよう
な医師になれたら、と思っていました。

Q1

A.

医師を志した理由を教えていただけますか。

父と叔父の影響が強かったですね。

大学4年の頃、「山下家の五つ子」1)で有名な故・馬場一雄先
生（日本大学名誉教授）の語られた“子どもの命の大切さ”が
印象深く、小児科を志しました。
新生児科という点では、当時、日本大学小児科で新生児領域
を率いていた故・井村総一先生（元・東京都立大塚病院院

長）に声をかけていただいたこと、後に教授になられた高橋
滋先生のご指導が大きかったです。当時は限られた施設で
しかできなかった新生児・小児の集中治療が好きでした
し、研究も楽しかったですね。新生児科医が足りなかったこ
ともあり、新生児診療を一生の仕事にすると決めました。

Q2

A.

新生児科を志した理由をお聞かせください。

先達の指導のもと、集中治療や研究が楽しくできたからです。

私の場合、研究はやりがいにつながりました。前述の高橋先
生は、私に超低出生体重児に関する研究を勧めて下さいまし
た2）。また、新生児呼吸窮迫症候群に対するサーファクタント
の国内ランダム化比較試験3）にかかわりました。後に高頻度
振動換気法や低体温療法などが次々臨床に導入され、研究

テーマには事欠きませんでした。
また当時、患児が生死をさまよっているとき、多くの医師が病
院に残って集中治療に従事しました。「みんなで患児を診る」
という気概ですね。みんなで救った患児が元気に大きくなる
経過を見届けられるのは、医師冥利に尽きます。

Q3

A.

新生児科のやりがいについて、改めて教えてください。

研究に加えて、みんなで救った患児の成長を見届けられることです。

Dr. Prof ile

細野茂春先生  
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2009年 日本大学医学部准教授
　　　　　（小児科学講座）
20 18年  自治医科大学附属
　　　　　さいたま医療センター
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外に飛び出そう。

チャンスを見つけ、
掴んでみよう。



駆け出しの研修医の時、最初に指導されたのは「診断はつ
けられないから、入院症例の診断名を知ったら『ネルソン小
児医学』でその病名のページをまず読みなさい。もし分から
ない箇所があったら、日本語の教科書で確認しなさい。同じ
病名の患者さんが再び現れたら、当該疾患の最新論文を読

みなさい」ということでした。
先輩の先生方は、“耳学問”に留まらないよう、教科書などの
成書で各疾患の基本事項を確認して、幅広く知識を得ること
の大切さを伝えたかったのだと思います。

Q5

A.

先生が若手医師の頃、どのように学ばれていましたか。

教科書などを読みこんで、知識をつけていました。

組織を率いる立場になった今、私は上記の言葉を肝に銘じて
います。私たちは患者さんと家族のために診療していることを
忘れない。実際に診療している後輩の先生方を盛り立てる。
そして、トップが自身のこと/組織のことだけを考えていたらい
ずれ滅ぶ、という意味です。付け加えるならば、“外の世界”に

出て刺激を得ることも大切だと思います。日本の新生児医療は
トップクラスですが、欧米の薬学や工学系の基礎医学に基づ
いた治療では、日本より進んでいる分野があります。また、
NICUの治療は成人の治療が応用されることも多いです。“外の
世界”の物事を取り入れられないか、常に意識していますね。

Q6

A.

座右の銘などをお持ちですか。

『 新生児蘇生法は赤ちゃんと家族のためにあり、 
インストラクターとともに栄え、委員長とともに滅びる注）』です。

私は1996年1月～4月、国際協力機構（JICA）の活動でネ
パールに滞在する機会に恵まれました5）。ネパールは貧困
国で、1990年代は約10%の乳児が亡くなっていました5）。

ただ、仏教国であるネパールの
人々は「（亡くなった子が）神様
の下に行く」と死を

Q7

A.

これまでに“外の世界”へ出て、学ばれたことを教えてください。

ネパール滞在でカルチャーショックを受けました。
今は途上国支援を行っています。

私が埼玉県立小児医療センターへ赴いた時、大野勉先生
（元・副センター長）に臨床・研究から組織の統率、さらに
「オン・オフをはっきりさせること」など、何から何まで教えて
いただきました。好きなこと、趣味を見つけておくことも、
大野先生から言われたことでしたね。

大野先生を紹介してくださった秋山和範先生（秋山こども
クリニック院長）も忘れられない先輩です。故・原田研介先
生、麦島秀雄先生（いずれも元・日本大学小児科教授）に、そ
れぞれ小児循環器学と血液学をご指南いただいたことも感
謝しております。

Q4

A.

お世話になった、尊敬できる上長や先輩がいらっしゃいますか。

多くの先生方にお世話になりました。

新生児科リーダーの
歩んできた道

10の質問で　ひも解く

注）倉本長治氏（元・雑誌「商業界」主幹）の「店は客のためにあり 店員とともに栄え 店主とともに滅びる」をアレンジした言葉。ユニクロ創業者・柳井正氏の座右の銘でもある4）



一日のスケジュールは、日によってバラバラですね。立場上、
会議への出席が多いので隙間時間で他の仕事をしています。
趣味は音楽鑑賞で、コンサートやライブを楽しんでいます。
松任谷由実のライブは年1回程度行っていますし、時間が

許せばジャズやクラシックを聴きに出かけています。
加えて、街歩きも趣味のひとつです。 1日1万歩を目標にして
いるのですが、休日はもっと歩いていますね。

Q8

A.

一日のスケジュールとプライベートについて、簡単に教えてください。

ライブやコンサートへ行くことや街歩きを趣味にしています。

論文は若手医師にとって名刺代わりになるものですが、読み
にくい論文は内容が良くてもアクセプトされにくくなります。
わかりやすい文章を書くことは大切で、二度読まないと理解
しにくい文章は修正すべきです。私は前へ前へと読み進めら

れる文章を書くように勧めています。ただ、かく言う私は国語
が一番嫌いでした。実は、“外の世界”の人でもある、息子の家
庭教師から日本語の文章が論理的に構成されていることを
学ばせてもらい、そこから文章への理解がより深まりました。

Q9

A.

若手医師に向けた活動を、何かされていますか。

論文の書き方や査読方法について、啓発をしています6,7）。

Q10 若手の新生児科医に向けて、メッセージをお願いいたします。

私たちが若手の頃、医学教育はteachingでしたから、同じことを均等に教えられました
し、ライバルも多かったです。
今の若手の先生は、チャンスがたくさんあると思います。やる気さえあれば研究できる
素地がありますし、最近は無理をしてまで研究等をしない医師も増えてきていますの
で、ライバルが少ないはずです。少し頑張れば抜きん出ることができます。海外留学者
が少なくなっていますが、もし留学できれば研究のみならず人脈が広がり英語の能力
の底上げにもなります。努力していれば見ている人は必ずいますから、頑張ってほしい
と思っています。

A.チャンスはたくさんあります。ぜひ掴んでください。
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スムーズに受け入れているように感じられ、そういう考え
方もあるのかと驚きました。最先端の新生児医療にばかり
向き合っていた私に、違った視点が芽生えました。
この経験以来、ラオスで母子手帳を広める支援や、インド

ネシアで日本の新生児蘇生法講習会の運営システムを参
考にして、インドネシアに適した蘇生講習会の運営の手助
けをする活動など、途上国の支援を行っています。
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